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探究の旅へ─沖縄で考える平和と未来 

  教頭 石井 康敬 

 

皆さん、いよいよ待ちに待った修学旅行が近づいてきました。目的地は沖縄。美しい自然と

独自の文化、そして深い歴史を持つこの地で、私たちは多くのことを学び、感じ、考える機会を

得ます。 

この修学旅行には３つの大きな目的があります。まず１つ目は、沖縄の自然・文化・伝統にふ

れることで、地域への理解を深め、豊かな情操を養うことです。青い海、亜熱帯の植物、三線の

音色やエイサーの踊り、食、言葉など、沖縄ならではの風土と文化に触れることで、私たちの感

性は大きく刺激されるでしょう。 

２つ目は、沖縄戦の戦跡や資料館を訪れ、歴史を学ぶことで平和について考える機会とする

ことです。今年は終戦から 80 年という節目の年です。沖縄は、太平洋戦争の中でも最も激し

い地上戦が行われたといわれる場所であり、多くの尊い命が失われました。その悲劇を知るこ

とは、今の私たちが平和の意味を深く考えるために必要なことだと思います。世界では今もな

お紛争が絶えず、平和が脅かされる場面が多くあります。だからこそ、過去を知り、未来に向け

て何ができるかを考えることが大切です。 

３つ目は、集団生活を通して、仲間との絆を深めるとともに、沖縄の人々との交流を通し、

コミュニケーション能力や他者への配慮など、豊かな人間性を育むことです。旅の中では、協力

や思いやりが求められる場面が多くあります。互いに支え合いながら行動し、人と人とのつな

がりを実感してほしいと思います。 

この修学旅行が、皆さん一人ひとりにとって心に残る体験となり、今後の人生においても大

切な糧となることを願っています。沖縄の地で、平和と文化、人とのつながりを学ぶ旅に、心を

開いて出発しましょう。 

どうかこの旅の中で、大いに学び、大いに楽しんでください。山梨に暮らす私たちが沖縄の

自然・文化・歴史にふれることで、地域を越えた理解と共感が生まれることでしょう。また、平

和への思いを深めるとともに、世界や社会をより広く見つめる探究心を育てることになるでし

ょう。自ら問いを持ち、考え、感じることで、皆さんの未来はより豊かに開かれていくはずです。 
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戦後８０年の節目の年に 

２学年主任 古屋 彰士 

 

 本稿を書いているのは１０月１１日（土）午後の職員室。酒折駅から学校まで歩いてきましたが、

いたるところで金木犀の香りが漂っていました。 

さて、昨日（１０月１０日）、退任間際の石破茂内閣総理大臣が、戦後８０年に合わせた先の大

戦に関する「内閣総理大臣所感」を発表しました。所感は、「なぜあの戦争を避けることができ

なかったのか」という論点について述べられ、全文６０００字以上に及びます。過去の首相の談

話を大きく上回っており、２０回以上の推敲を経ているそうです。 

 早速全文を読んでみました。全体は【（はじめに）、（大日本帝国憲法の問題点）、（政府の問題）、

（議会の問題）、（メディアの問題）、（情報収集・分析の問題）、（今日への教訓）】で構成されてい

ます。 

（はじめに）では、1941 年の日米開戦前に若手官僚ら精鋭を集めた総力戦研究所が必敗を

予測したにもかかわらず、なぜ戦争を回避する決断ができないまま無謀な戦争に突き進み、多

くの犠牲を生む結果になってしまったのか、「国民の皆様と共に考えたい」と述べています。な

お、（はじめに）によると、石破首相は今年６月に沖縄を訪れ、沖縄全戦没者追悼式に出席し、

ひめゆり平和祈念資料館を訪問したとのことです。 

（大日本帝国憲法の問題点）以降、「世界の歴史は戦争の歴史である。正義が勝つのではなく

強者が弱者を征服するのが戦争である。これを無視して聖戦の美名に隠れて国家百年の大系

を誤ることがあってはならない。」と反軍演説をして衆議院から除名された斎藤隆夫議員のこ

とや、「植民地を放棄すべき」と論陣を張ったジャーナリストの石橋湛山（山梨県出身。後の第５

５代内閣総理大臣。）よりも、消極的な戦争支持を論調としたメディアの戦争報道が国民から

支持されたことなどを例に挙げつつ、冷静で合理的な判断よりも精神的・情緒的な判断が重視

されてしまったことにより、国の進むべき針路を誤った歴史について述べられています。 

まとめとして（今日への教訓）では、「歴史に学ぶ姿勢」の重要性を挙げ、「過去を直視する勇

気と誠実さ、他者の主張にも謙虚に耳を傾ける寛容さを持った本来のリベラリズム（自由主

義）、健全で強靭な民主主義が何よりも大切」としています。また、「戦争の記憶を持っている

人々の数が年々少なくなり、記憶の風化が危ぶまれている今だからこそ、若い世代も含め、国

民一人一人が先の大戦や平和のありようについて能動的に考え、将来に生かしていくことで、

平和国家の礎が一層強化されていく」とも。 

しおりには沖縄の生活に根差した工芸について書くつもりでいたのですが、沖縄に向かう飛

行機の中で是非皆さんにも所感の全文を読んでもらいたい、そして共に考えたい、という思い

から、急遽内容を変更しました。右下のＱＲコード（首相官邸ＨＰ）を読み取っ

てください。所感の全文を読むことができます。 

沖縄では「映える」写真をたくさん撮ってください。でも、それだけに終始せ

ず、沖縄の「におい」を感じてきましょうね。 
 



－ 3－

沖縄修学旅行に向けて 

  ２年６組 奥秋 澄玲 

 

甲府東高校で過ごす日々も半分が過ぎ、部活動や勉強、様々なことを全員が頑張って過ご

しているかと思います。もうすぐ高校生活最大の行事である修学旅行が始まります。 

私たちが行く沖縄は日本の本土とは違う文化や自然がたくさんあり、とても楽しみにしてい

る人も多いと思います。普段なかなか体験できないことを、この旅行でたくさん学び、感じま

しょう！ 

沖縄は第二次世界大戦で激しい戦いがあった場所として知られています。平和祈念公園や

戦争資料館、ガマなどを訪れて、当時の出来事を学ぶ予定です。戦争では多くの人々が命を失

い、その悲しみは今も沖縄の人たちの心に残っています。そうした歴史を知ることで、平和の

大切さを深く考え、未来に戦争を起こさないために何ができるのかを学び、考えていくのが私

たちの使命だと思います。 

また、沖縄には美しい自然がたくさんあります。青い海や白い砂浜、色とりどりのサンゴ礁

が広がっていて、山梨に住んでいる私たちの日常生活ではなかなか見られない景色に出会え

ることが楽しみです。さらに、沖縄ならではの植物や動物にも触れて、自然の大切さを実感し

たいです。 

沖縄の生活や文化に直接触れることができるのも、この修学旅行の大きな魅力だと思いま

す。独特の言葉や音楽、伝統的な食べ物など、教科書だけではわからない沖縄の文化を体験し

て、自分の世界を広げたいと思っています。こうした経験は、これからの人生にとっても貴重

なものになるはずです。 

さらに、修学旅行は友人や先生方と一緒に過ごす特別な時間でもあります。普段の学校生

活とは違った環境で、楽しい思い出をたくさん作りながら、少し大変なこともみんなで乗り越

えていければいいなと思っています。 

この３泊４日の旅を通じて、私たちは沖縄の歴史や文化、自然をしっかり学び、体験して、こ

れからの自分たちの生活や考え方に役立てていきましょう。そして、この修学旅行が安全で楽

しいものになるように、準備をしっかりして臨みたいと思います。 

これまで沢山の方々の協力を得て準備を進めてきた修学旅行です。感謝の気持ちを忘

れず、甲府東高校の生徒であるという自覚を持ち、全員が笑顔で過ごせる４日間にしまし

ょう！ 

甲府東高校２年生全員にとって、この修学旅行が素敵なものになることを願っています。 

 

『ひとつの出来事についての真実全体は、あとになってから、時にはその出来事が起
こってからずっとあとにしかわからないし、……最良の証⼈すらも知りえないような
事柄である』（歴史哲学者アーサー・ダントー） 
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＜＜ 修学旅行の目的 ＞＞ 

  

（１）沖縄の自然・文化・伝統を体験することで、沖縄の理解を深め、豊かな情操を養う

機会とする。 
（２）沖縄の美術館や旧址を訪れ、歴史理解を通して、平和について深く考える機会とす

る。 
（３）集団生活を通して級友・教師との結びつきを深めると同時に、沖縄の人々との心の

交流を重視し、コミュニケーション力向上や他者へ配慮など、豊かな人間性を醸成

する機会とする。 
 

＜＜ 修学旅行の心得 ＞＞ 

１．全般的注意 

学を修める旅行であること、集団での旅行であることを自覚し、以下の点に気を付け

る。 

（１）健康管理、事故防止、時間の厳守、聴く態度（相手の方に失礼のないように） 

（２）目的を持って旅行に取り組み、実りあるものにするために事前に学習してきたこ 

とを実地で確かめ、必要に応じて記録等をまとめておく。 

 

２．服装・頭髪 

（１）１・４日目は制服、２・３日目は制服でも私服でも可とする。 

   ＊制服は規定通り着用し、私服は授業（学校行事）としてふさわしいものとする。 

   ＊平和学習（入壕体験を除く）に臨む際は制服とする。 

（２）ホテル内では私服（私物ジャージ可、学校ジャージ不可）とする。 

   ＊客室内のみ学校ジャージ着用可。 

（３）靴は履きなれたもので、滑りにくいものが望ましい。 

（４）頭髪は高校生らしく整え、清潔なものとする。(服装規定通り) 

 

３．ホテル内での生活 

（１）ホテルの部屋を一歩出たら、そこは公共の場であるということを自覚する。 

（２）ホテルに到着したら、全員が非常口や避難経路を確認する。 

（３）貴重品は自己管理とする。 

（４）部屋は常に整頓し、出発時には全員で清掃を行う。 

（５）点呼後、他の部屋との交流は禁止する。 

（６）出発時、部屋長は部屋の清掃状況および忘れ物等の確認を行い、担任のチェック 

を受ける。 

（７）ホテルの備品等を破損した場合は、速やかに担任に連絡、当事者が弁償する。 

（８）面会は、保護者から事前に届出があった者のみに許可する。ただし、面会時間は 

自由時間内にホテルのロビーにおいてとする。希望者は事前に担任まで申し出る。 

 

４．健康上の注意 

（１）十分に睡眠をとるなど、各自で健康管理を行い、体調を整える。 

（２）身体に変調があったら、すぐに引率教員、看護師に申し出る。 

（３）現在治療中の者、健康に不安のある者は、旅行前に医師の診断を受け、その指示 

に従う。 

（４）新型コロナウイルスやインフルエンザ等の感染防止ため、以下の対策を行う。 

①旅行前の対策 

（ア）修学旅行実施２週間前から旅行予定者全員（生徒・教職員）の健康観察を行

う。発熱等、体調不良が見られる生徒・教職員に対しては医療機関等と連携

し、指示を仰ぐ。 

（イ）体調管理に留意し、うがい、手洗いやマスクの着用を徹底する。 

（ウ）食事アレルギーや既往症の事前調査に加えて、新型コロナウイルス感染によ 

る重症化リスクの可能性を把握する。また、重症化リスクを抱えた生徒の主 

治医の見解を確認し参加について保護者面談等を行うなど連携を密にする。 

（エ）「危機管理対処要項」を作成し、感染者が発生した場合の連絡経路、医療機

関等との連携体制を確認し、教職員への周知を徹底する。 

（オ）旅行業者を通し、宿舎、食事場所等への消毒液の準備を依頼する。 

②旅行中の対策 

（ア）起床時と宿舎到着時、就寝前に健康観察を行う。体調不良がある場合は、速

やかに医療機関につなげる。 

（イ）引率教員は「危機管理対処要領」について、打ち合わせで確認する。 
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治医の見解を確認し参加について保護者面談等を行うなど連携を密にする。 

（エ）「危機管理対処要項」を作成し、感染者が発生した場合の連絡経路、医療機

関等との連携体制を確認し、教職員への周知を徹底する。 

（オ）旅行業者を通し、宿舎、食事場所等への消毒液の準備を依頼する。 

②旅行中の対策 

（ア）起床時と宿舎到着時、就寝前に健康観察を行う。体調不良がある場合は、速

やかに医療機関につなげる。 

（イ）引率教員は「危機管理対処要領」について、打ち合わせで確認する。 
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（ウ）次の感染防止対策を徹底する。 

a 団体行動中は可能な限り人と人との距離をとる。 

b 手指消毒をこまめに行う。 

c 手をふくタオルやハンカチは個人持ちとし、毎日替える。 

③旅行後の対策 

（ア）参加生徒および職員の健康状態の経過観察を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＜ 日程・宿舎等 ＞＞ 

 

（１）宿舎 
１２月７日（日）・８日（月）  「リザンシーパークホテル谷茶ベイ」 
〒904-0496  沖縄県国頭郡恩納村字谷茶１４９６     電話：098-964-6611 

１２月９日（火）  「沖縄ハーバービューホテル」 
〒900-0021  沖縄県那覇市泉崎２－４６        電話：098-853-2111 

 
（２）行程概略 
第１日目 12月7日（日） 

        6:30             9:15  10:30     13:30  14:00               18:00頃   

 集合 学校発－－中央道－－羽田空港 →→→→ 那覇空港－－クラス別コース－－宿舎 

                         ＡＮＡ４６９便          

第２日目 12月8日（月） 
 8:00頃                                                          17:00頃  
 宿舎＝＝＝＝＝＝＝＝ 各種体験活動orタクシー班別自主研修 ＝＝＝＝＝＝＝宿舎 
        （マリン体験orやんばる体験） 
第３日目 12月9日（火） 

  8:00頃                                                      16:30頃  
 宿舎＝＝＝＝＝＝＝＝＝ クラス別研修（貸切バス利用）＝＝＝＝＝＝＝宿舎 
                             到着後、国際通り班別行動 
第４日目 12月10日（水） 

  8:30頃           11:15  12:15   14:30  15:20            18:30頃 

 宿舎－－ クラス別行動－－那覇空港→→→→羽田空港 －－中央道－－ 学校着 

                                         ＡＮＡ４６４便 

 

（３）参加予定生徒数 

参加予定生徒数  ２学年 ２２５人（男子９４人、女子１３１人） 

引率教職員数      団 長     石井 康敬 

学 年 主 任     古屋 彰士   他１２名  

 
（４）旅行業者 

株式会社ＪＴＢ 甲府支店 
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＜＜ 出発・帰着時の注意 ＞＞ 

 

（１）集合・出発 

１２月７日（日）６時１５分 生徒集合⇒点呼完了次第出発 

＊点呼はクラス毎にバス乗車時に行う。 

＊防寒着等はバス内で回収する。（貴重品を入れたままにしない。） 

＊もしも遅刻する場合は、速やかに学校に連絡の上、保護者の車で石川PAまたは 

羽田空港にて合流する。 

 

（２）不参加および遅刻の連絡方法 

前日までの不参加者はクラス担任に直接連絡する。 

当日の不参加および遅刻者は、１２月７日（日）５：４５～６：００に学校に連絡 

する。 

甲府東高校 ０５５－２３７－６９３１ 

 

（３）帰着 

１２月１０日（水）１８時３０分頃 到着次第解散 

 

（４）送迎 

１２月 ７日（日）  正面から南門（裏門）への一方通行とする。 

              バスが停車しているため、赤の広場付近で降車（副担が誘導）。 

１２月１０日（水）  正門のみ進入可。 校内で待機し、生徒乗車後南門（裏門） 

から出る。 

＊詳細については保護者宛通知参照 

＜＜ 携行品チェックリスト ＞＞ 

●事前預入荷物・・・１２月５日（金）に持参 バッグに鍵をかけてもよいが、当日鍵忘れ注意 

□旅行中必要となる資料(地図など)  □洗面具  □着替え(ワイシャツ、ブラウス、

下着、靴下、ハンカチ［毎日替える］など） 

□ホテル内私服（私物ジャージ可) ＊学校ジャージは客室内のみ可 

□クラス別コース、体験別コースで必要なもの 

□マリン体験時の服装（希望者のみ） 

水着or濡れてもよい服装（Ｔシャツ・短パンなど）、日よけ帽子、スポーツサンダル

orビーチサンダル、防寒具  ＊バスタオルは施設側で準備あり 

 □カヌー体験時の服装（希望者および２組生徒のみ） 

動きやすく濡れてもよい服装、サンダルなど濡れてもよい履物、日よけ帽子、 

防寒具（カッパ等：雨天でも実施）、タオル、下着 

□ジップライン体験時の服装（希望者のみ） 

ジャージなど動きやすく汚れてもよい服装、汚れてもよい運動靴 

□各種体験や見学に必要なもの □マスクや除菌ウエットティッシュ  

＊スプレー類は不可（必要な場合は当日手荷物として準備） 

●機内持込荷物・・・旅行当日の１２月７日(日)に持参 

□修学旅行のしおり  □筆記用具  □身分証カード 

□薬（常備薬、酔い止めなど)・医療器具  □保険証  □雨具(傘、雨合羽) 

□現金（タクシー班別研修の体験料・入場料、3日目の夕食代は最低限必要） 

□マスク・ハンカチ・マスクを収納するための清潔なビニール袋・使用済みのマスクや

ティッシュなどを保管するビニール袋・抗菌ウエットティッシュなど 

＊空港での手荷物検査が非常に厳しいので、ハサミ・工具・ナイフ・カッター・コンパ

ス・バット・花火・爪切り・裁縫セット・防水スプレー等の規制物品は所持しない。 

□汚れてもよい服装、運動靴、軍手、懐中電灯、帽子、着替え（※入壕体験で必要） 

※糸数壕（１・５・６組）⇒懐中電灯・軍手はレンタルで対応のため不要。 

●ホテルの客室にあるもの 

ヘアドライヤー、バスタオル・フェイスタオル、歯ブラシ、シャンプー・リンス、石鹸、

ボディーソープ、部屋用スリッパなど 
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<<旅行団編成>> 

 

組 男 女 計 欠席生徒氏名 

１ 13 25 38  

２ 12 26 38  

３ 12 26 38  

４ 18 19 37  

５ 17 17 34  

６ 22 18 40  

合計 94 131 225  

 

修学旅行委員（◎：委員長  ○:副委員長） 

１組 ２組 ３組 ４組 ５組 ６組 

三品芽以 安藤帆希 小島由美菜 保坂優菜 〇小倉莉緒菜 ◎奥秋澄玲 

宮本乃綺 中村莉菜 長谷部梨那 龍澤侑羽 小澤このん 原優二朗 
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＜＜ 荷物の取り扱いについて ＞＞ 
 
飛行機は、航空貨物としての輸送（先送り荷物）、機内持ち込み共にさまざまな制限があ

ります。X 線検査を受け、搭載制限品目があった場合は即時搭載禁止処置が下されます。

送れなかった場合に発生する費用等は個人負担となりますので、荷造りは注意事項を守っ

て慎重に行ってください。 
 

☆先送り荷物（キャリーケース等の大きな荷物）の動きについて  

12／5（金）  先送り荷物（キャリーケースやボストンバッグ等）の事前配送  

・朝 登校時  8：50～9：35 の間に登校し、担任の先生からタグを受け取り、先送り荷物

に取り付けてからトラックに搬入する。  

＊ 先送り荷物は一人１つまで。  

＊ 「修学旅行のしおり」、「貴重品」、「携行禁止品」、割れ物、液こぼれの恐れのある 

物、ｽﾌﾟﾚｰ缶類、ｱﾙｺｰﾙ類（化粧品）、電池類を使用するもの（モバイルバッテリー）、 

発熱する可能性のあるもの（ヘアアイロン）は、先送り荷物に絶対に入れない。 

＊ はさみなどの刃物類で旅行中に必要なものは、先送り荷物で送る。  
＊ 欠席する場合でも、保護者の方にお願いをして先送り荷物だけは 9：30 までに届けて

もらうこと。（担任の先生と連絡を取り、対応すること。）  

＊ 先送り荷物に入れてはいけない物品（危険品〔類似品〕）は次のページで確認。 

＊＊  出出発発時時ははももちちろろんん、、最最終終日日にに自自宅宅へへ送送るる荷荷物物もも同同様様（（購購入入ししたたおお土土産産ななどどにに注注意意））  

  

12／5（金）  学校 ⇒ リザンシーパークホテル谷茶ベイ  

12／7（日） 

・ホテル到着  
到着時、２階フロアにて先送りした大きな荷物を受け取り、部屋に入れ

る。  

12／9（火） リザンシーパークホテル谷茶ベイ ⇒ 沖縄ハーバービューホテル 

・ホテル出発 出発時、バスのトランクに大きな荷物を積み込む。（タグはつけておく。） 

※日中必要なものは、手荷物で準備しておく。 

・ホテル到着  
  

各自大きな荷物をバストランクから受け取り、部屋に入れる。 

※自宅送り荷物用の宅配伝票とビニール袋は、部屋長会議で配布。  

12／10（水）  沖縄ハーバービューホテル ⇒ 各自宅 12/12(金)～14(日)着予定  

6:50～  朝食前に先送り荷物をビニール袋で包み、宅配伝票をビニール袋に張り付け

た状態にして、トラックまで運ぶ。キャリーケースの場合は車輪がビニー

ル袋の外に出るようにする。伝票確認後、荷物をトラックへ搬入する。伝

票控えは紛失しないように荷物が自宅に届くまで保管する。 
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☆機内持込み手荷物について  
＊貴重品や出発当日に必要なものは、機内持込み手荷物として持っていく。  

  （現金・身分証明書・健康保険証・しおり・筆記用具・雨具・薬など）  
＊モバイルバッテリーやヘアアイロン(電池式またはコンセント式)を持っていくなら、

機内持ち込み手荷物として準備する。 

＊電池を取り外せないヘアアイロンは、持ち込みもできません。（※先送りも不可） 

＊はさみやなどの刃物類は、機内に持ち込めない。  

＊危険物とされるスプレー缶類、アルコール類（化粧品類・医療品類を除く）は、 

機内に持ち込めない。  
＊機内持込み手荷物は１つのみで、次の条件を満たすもの。  

  ①３辺の合計の長さが１１５ｃｍ(５５×４０×２５ｃｍ)以内  ②１０ｋｇ以内  

 
 

 

航空機に搭載が禁止されている危険物質  
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◇１２月５日（金） 

 

◇ ８：３０         トラック配車   ＊北館と体育館との渡り 

  

◇ ８：５０～ ９：３５   大荷物搬入    ＊生徒は登校次第、搬入 

      担任からタグを受け取り、荷物につけてトラックに搬入。 

  欠席する場合は保護者が荷物を時間内に持参。 

   

  

生徒6色  １組：青  ２組：緑  ３組：ピンク   

４組：黄  ５組：赤  ６組：オレンジ  

     

［［  備備考考  ］］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◇ ９：５０～１０：００  ＳＨＲ（健康観察） 

     

◇１０：０５～１１：００  ２校時の授業 

 

◇１１：１０～１２：０５  ３校時の授業 

 

◇１２：０５～１２：５０  昼休み 

 

◇１２：５０～１３：４５  ４校時の授業 

 

◇１３：５５～１４：３０  結団式（蒼龍館） 

               次第        司会 ［［三三浦浦先先生生］］  

1. 団長挨拶 （教頭先生） 

2. 添乗員挨拶（自己紹介） 

3. 修学旅行委員長の話 

4. 諸連絡 修学旅行担当（丸尾先生） 

その他（服装・頭髪指導） 

 

◇１４：３５～１４：４５  ＳＨＲ（各ＨＲ）   

              ＊諸注意/確認など 

               清掃 

 

◇１８：３０        生徒完全下校 

              ＊明後日の準備、体調管理 
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当日欠席は5:45～6:00の間に学校へ連絡　学校　０５５－２３７－６９３１

認確錠施のクイバ・車転自、）どな）服冬（装服、髪頭（認確の装服　

感染症予防のためバス・飛行機内では、できるだけマスクを着用する

バス車内・飛行機内用の飲み物（ペットボトル）を準備するのが望ましい

※飛行機内での昼食はお弁当のみ（飲み物なし）

※中央線上り：小淵沢5:35発－酒折着6:20／下り：塩山5:38発－酒折5:54着

※身延線下り：鰍沢口5:20発－善光寺5:56着

　甲府7:03－(かいじ2号)－8:57東京9:03－9:09浜松町9:20－(ﾓﾉﾚｰﾙ)－9:38羽田空港第2TB

※添乗員１名は羽田空港で合流

バス出発（人員点呼確認、１号車より先頭～6号車最後尾の順番）

※時間前でも揃っていたら出発する。

※バス車内はシートベルト着用。飲食可。

勝沼IC　→　中央道～首都高速道経由　→　羽田空港へ

勝沼高速バス停にて生徒途中乗車（※該当クラス以外は通過）

談合坂SAにて生徒途中乗車（※該当クラス以外は通過）

石川PAにてトイレ休憩（全員必ずトイレを済ませる）　※飲み物購入は可

※羽田空港まで60分～90分（道路状況により異なります）

※各バスにて防寒着を大きな袋に入れ、バス会社に預けることができます。

（防寒着は帰りのバスで返却いたします）

※刃物類(はさみ・ナイフ・爪きりなど)の回収

　⇒防寒着と一緒にバス会社に預ける。

羽田空港第２ターミナル到着

①2階出発ロビーにてバス下車→全員降りるまで歩道に待機（壁側によって一般客の通路を確保）

　→ クラス毎に2階出発ロビースペースに集合・人員点呼

  ※当日の混雑状況・到着時間によっては地下１階で集合の可能性もあり。

②時間によりトイレ休憩・再集合

③クラス毎、担任から搭乗券の配付　※搭乗券折り曲げ禁止、紛失注意！

保安検査場 ⇒ 搭乗ゲートヘ移動

～保安検査場（セキュリティーチェック）での注意事項～

◆携帯電話、小銭、財布、カギなど全てサブバックに入れる。ポケットの中身は空にする。

◆サブバックは降ろして手荷物検査機を通す。

◆制服の上着は事前に脱いでおく。

◆バックルの大きいベルトは事前にはずしておく。

◆ペットボトル飲料など、全ての手荷物を手荷物検査機を通す。

☆機内持ち込み：総重量10㎏以内で身の回り品(かばん、カメラ、傘など)の他、

　　　　　　　　下記の条件の手荷物1個となります。

　　　　　　　　≪3辺の合計が115cm以内(55cm×40cm×25cm以内)≫

１日目　12月7日（日）

※遅刻者の対応(交通費は自己負担)

38

1組

引率教諭・看護師・添乗員

6:15 生徒集合　　※自宅でトイレを済ませてくる（緊急時は校内トイレ利用）

26

26

19

18オレンジ

7:30

7:00

12

18

22

131

合計

正副担任、添乗員　

青

正副担任

ピンク

黄

点　意　留・　容　内　動　行刻時名地

6:30

（バス車中にて）

合計

バス内集合・点呼   

　保護者の車にて石川PAまたは羽田空港での合流（※電車での合流も可）

4組 正副担任

クラス タグ色

25 正副担任、古屋彰、添乗員

男子 女子

先生14名・看護師1名・添乗員2名

中央道談合坂SA

甲府東高校 5:45 バス配車　山梨交通（大型バス６台）　

6組 正副担任、団長

38

3組 正副担任、看護師

37

40

225

13

緑

17 17赤

羽田空港

（第２ターミナル）

9：15頃

3812

中央道石川PA 　8:00

～8:15

2組

345組

94

1
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搭乗ゲート前にクラスごとに再集合。 搭乗ゲート（　　　番）

・クラス毎、正副担任からお弁当(飲み物なし)の配布

※６組を先頭に６→5→4→3→2→1の順でクラスごと整列

　　　　　　　　【利用予定航空機の座席位置】

A B Ｃ Ｄ F Ｇ Ｈ Ｊ Ｋ

　（1）　搭乗券を折ったり、無くしたりしない事

　（2）　携帯電話・音楽プレーヤーなどの電子機器の電源を切り、バックなどにしまう

　（3）　搭乗（出発時間の15分～20分前）　

　　　　　【搭乗順序】６組→５組→4組→3組→2組→1組

　（4）　各自搭乗券を機械にかざして、座席番号などが記載れた紙を受取る

　（5）　座席を確認したら速やかに着席する。

 座席の交換はしない。手荷物は荷棚へ入れる（お弁当はひざ上で各自管理）。

　（6）　着席後は必ずシートベルトを着用する

　（7）　座席のリクライニング、テーブルは離陸後水平飛行になってから利用可能

　（8）　お弁当は着陸後水平飛行になってから食べ始める

　　　　（水平飛行＝シートベルト着用サインが消えてから）

　　　　　※お弁当のゴミは、那覇空港到着時に飛行機の出口付近のゴミ袋に各自捨てる

　（9）　モバイルバッテリーは手元で管理するなど、常に目視できる場所で管理する

羽田空港出発　－ANA469便（羽田10:30発 → 那覇13:30着）

　　機内にて　◆　座席は交換しない　

　　　　　　　◆　マナーを守る（飛行中無闇に立ち歩かない、大声で話さない等）

　　　　　　　◆　那覇空港到着までにトイレを済ませる（13:00目途）

那覇空港到着

①1組を先頭で降機。添乗員の誘導にて１階到着ロビーへ移動。

②到着ロビーでバスガイドと合流後、バスガイドの誘導でバス駐車場へ移動

　（※どうしてもトイレに行きたい生徒のみトイレへ）

  ※当日の混雑状況によっては１階到着ロビーにクラスごと集合し、点呼後バスへ移動。

③バス内点呼　

那覇空港出発（揃ったクラスからバス出発）

※バス車内ではガイドさんの案内をしっかり聞く

※現地看護師1名と現地添乗員1名合流

駐車場到着後、バス車内にて着替え（汚れてもよい格好、汚れてもより靴）

軍手および懐中電灯は現地にて貸出（レンタル）、ヘルメット着用

平和ガイド誘導で入壕見学（ガマに入れない生徒は糸数総合案内センター内で待機）

見学終了後、バス車内にて着替え（私服→制服）

バス内点呼 ⇒ 点呼後バス出発

駐車場到着後、バスガイドの誘導で資料館入口へ

入場券を受け取り各自自由見学（※写真･ビデオ撮影は禁止。携帯電話の利用は控える。）

2組 緑 12

3組

青

18

正副担任、添乗員

正副担任、看護師

25 381組

羽田空港 10:30

正副担任、古屋彰、添乗員

3417

18

17

6組 オレンジ 22

通
路
側

4組 黄

ひめゆり平和祈念 16:45

通
路
側

通
路
側

後　方

窓
　
側

通
路
側

女子 合計

26 38

16:20

引率教諭・看護師・添乗員クラス タグ色 男子

正副担任、添乗員

正副担任、団長、看護師

19 37 正副担任、添乗員

赤

合計

5組

前　方
機内入口

航空機搭乗ゲート前 10:00

那覇空港 13:30

17:35

26

窓
　
側

12

13

→→→

※5組15:15

※5組17:00

≪１・５組≫

糸数壕 15:00

資料館

バス集合・点呼（※バスは琉球の館駐車場に駐車）⇒ 揃ったクラスからバス出発

14:00

先生14名・看護師2名・添乗員４名22513194

40

83クンピ

※5組16:35

2
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駐車場到着後、バスガイドの誘導で中心部まで移動

時間まで自由見学

駐車場到着後、バスガイドの誘導で城跡まで移動

解散後、時間まで自由見学　　

駐車場到着後、バス車内にて着替え（汚れてもよい格好、汚れてもより靴）

軍手および懐中電灯は各自準備。帽子着用。

平和ガイド誘導で入壕見学（ガマに入れない生徒はバス内で待機）

２・３組　チビチリガマ➤シムクガマ（入壕体験）

４組　　　シムクガマ（入壕体験）➤チビチリガマ

自由見学

リザンシーパークホテル谷茶ベイ 到着

・先送りした大きな荷物を受取り各部屋へ移動　

・２階ツアーデスクの場所を確認（※ロビーフロアは２階）

・女子はエレベーター利用（混雑時、階段利用も可）、男子は階段利用

・カギは各部屋の中にあり、シリンダーキー1本です。オートロックなので閉じ込めに注意。

・スリッパは室内のみ使用可

・部屋に荷物を置き、制服の場合は私服に着替える。

ビーチ散策【希望者】

【ルームキーの管理に注意】

　部屋に誰もいなくなる場合はツアーデスクに鍵を預けるなど各部屋で対応すること

夕食【２階 利山の間】

テーブル：クラス・男女別での円卓

食事内容：バイキング形式（※特定原材料7品目のみ表示あり）

＊ホテルのスタッフより部屋での注意事項、館内での諸注意を連絡

※食べ終わったらテーブルごと食器を重ねておく

＜確認事項＞今後の日程、諸注意（翌日の服装・手荷物等）、宿舎内の注意事項

点呼(以後部屋移動不可)　　　

消灯、就寝

＊19:00～2･3･6組

＊19:20～1･4･5組

リザンシーパーク 17:30

ホテル谷茶ベイ

夕食

21:00

21:45

22:00

16:15

16:45

諸連絡（部屋長会議の代わりにTeamsで全員に配信）　

17:30

座喜味城址

　（午前11時以降に入館する班は、現地にて個人料金で入館）

ビーチ散策

バス集合・点呼

≪６組≫

アメリカンビレッジ 14:50

バス集合・点呼

≪2・3・4組≫

読谷村平和学習 15:00

シムクガマ・

チビチリガマ

17:00 バス内点呼 ⇒ 点呼後、揃ったクラスからバス出発

残波岬 17:10

※４組のみ

17:50 バス集合・点呼

18:30まで

～18:45

19:00

夕食後 ＊自由時間・入浴（各部屋）

＊館内は、制服・体育着・校名入り部活動ジャージNG。スリッパは室内のみ利用可。

夕食前 ２日目タクシー班　「美ら海水族館」団体料金集金（2Fツアーデスク）

＊タクシー班で午前中に美ら海水族館に入館する班は、班長が班員分の入館料を集めて添乗員に渡す。

3
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リザンシーパークホテル谷茶ベイ 滞在中の注意事項

①一般の宿泊者もいるのでマナーには十分注意する。客室内の備品などは丁寧に扱い、破損が無いように注意する。

②部屋のカギはシリンダーキー。オートロックのため閉じ込め注意する。（インロックの場合は各自フロントで対応）

③カギの管理は部屋長が責任を持って行う。（チェックアウト時はツアーデスクへ返却する）

④客室ベランダでの声出し含む危険行為は厳禁。

⑤ビーチへの立ち入りは、１日目18:30まで、2日目17:30までとする。（朝晩は足元が暗い為、安全面を考慮）

⑥ホテル内での服装は私服または私物ジャージとする。

⑦エレベーターは使用可。（※混雑時などは極力階段を利用）

⑧貴重品管理は各部屋の金庫にて各自保管。

⑨冷蔵庫の中身は空の状態。（使用可能）

⑩室内用スリッパの使用は客室内のみ使用可。

⑪自動販売機：4階(利用フロア)サービスステーション内に有り。

⑫冷暖房は個別エアコンにて温度調整、風量とも調整可、温度設定に注意する。

⑬２日目は部屋の清掃は入りません。荷物は各自コンパクトにまとめておく。

⑭部屋の照明が暗いので注意。就寝時にはカーテンを閉める。

⑮部屋備品：バスタオル、フェイスタオル、ボディソープ、シャンプー、コンディショナー、歯ブラシ、

ドライヤー、室内用スリッパ

⑯ドライヤー利用制限あり。各部屋同時利用３台まで可。

⑰売店：1階2店舗有り。（営業時間 7:30～22:30）※生徒は21:00まで利用可。

4
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起床（各部屋へモーニングコール）　

・洗面・更衣（制服）・清掃

・荷物準備→朝食前に大きな荷物をトラックに積込みます

　※体験内容により準備するものが異なります

朝食【２階 利山の間】　・健康チェック　　

テーブル：クラス・男女別での円卓　

食事内容：バイキング形式（※特定原材料7品目のみ表示あり）

※食べ終わったらトレイに食器をまとめておく

＊食べ終わった生徒から部屋に戻って出発準備

＊食事会場を出る際、一人一本ミネラルウォーター(ペットボトル)の配布あり

【持ち物】水着(濡れてもよい軽装)、濡れてもよい履物(ｸﾛｯｸｽ等踵が固定されたものが望ましい)

　　　　ﾗｯｼｭｶﾞｰﾄﾞ等（防寒・日焼け対策で1枚羽織れるものがあると望ましい

　　　　体験後の着替え、タオル(バスタオルは用意されている）、飲み物

※マリン体験は貸切バス(2台)で運行

移動開始 → バス内点呼

・部屋を最後に出る生徒がルームキーを管理 → ツアーデスクに返却

バス集合・点呼　⇒　揃い次第バス出発

駐車場到着後、バスガイドの誘導で美ら海水族館へ移動（徒歩10分程度）

水族館入り口前で入場券を受け取る⇒館内自由見学

お土産購入

昼食（メニュー：沖縄そばセット）

椅子テーブル席

・食事後、時間まで自由時間（※お土産の購入可）

シェラトン沖縄サンマリーナリゾート到着
・到着後、荷物を全て持ってバスを降り、指定場所に集合
・到着後、速やかに更衣室で着替え
・貴重品は本部で預かる　

※レンタルバスタオルあり（体験施設にて回収）

・体験終了後、ビーチにて自由遊泳可（体験終了～17：00まで）

※リザンシーパークホテルへは大型バス１台でピストン送迎

※徒歩移動でもOK（17:15までに帰着）

※バスタオルは体験施設にて回収

２日目　12月8日（月）

15 22 先生、     先生、     先生、看護師、添乗員7

1

合計 72 37

3 やんばる

ホテル谷茶ベイ

男子 女子

マリン体験開始

1班48名（A～E）

合計  引率教諭・看護師・添乗員

マリン 33 11

9:00

11:00 バス集合・点呼　⇒　揃った号車からバス出発

≪マリン体験班≫

沖縄フルーツランド 11:40

御菓子御殿 12:00

109 先生7名・看護師1名・添乗員３名

移動開始

44      先生、     先生、添乗員

美ら海水族館

2 マリン 32 11

7:30

ホテル出発 7:45

コース

地名

5:45

13:45

12:30

＊6:50～ﾀｸｼｰ行動班

リザンシーパーク

時刻

　　　・やんばる体験

号車

行　動　内　容　・留　意　点

＊6:30～マリン体験

朝食

バス集合・点呼　⇒　揃った号車からバス出発

☚３４６組男子／　１３組女子

☚１２５組男子／２５６組女子

6:30

43      先生、     先生、添乗員

シェラトン沖縄 13:30
サンマリーナリゾート

12:40 バス集合・点呼　⇒　点呼後バス出発

２班39名（F～I）

13:45～ ﾍﾟﾀﾞﾙﾎﾞｰﾄ＆ｶﾔｯｸ ロケットボート

14:45～ ロケットボート シュノーケル

15:45～ シュノーケル ﾍﾟﾀﾞﾙﾎﾞｰﾄ＆ｶﾔｯｸ

16:45～ 体験終了後、着替えを終えた生徒からバス乗車 ⇒ リザンシーパークホテルへ移動 

17:15

5
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【持ち物】濡れてもよく動きやすい服装、濡れてもよい動きやすい履物、帽子等(日除け対策)

　　　　　下着を含めた着替え一式(カヌー体験のみ）、タオル、飲み物、防寒具

　　　　　＊雨が降ると沖縄でも寒い。ジップラインはカッパを借りられるが、カヌーは借りられない。

　　　　　　カヌー体験者は１００均のカッパ（セパレートが望ましい）を用意しておくとよい

※貸切バス(１台)で運行

移動開始 → バス内点呼

・部屋を最後に出る生徒がルームキーを管理 → ツアーデスクに預ける

バス集合・点呼　⇒　点呼後バス出発

駐車場到着後、バスガイドの誘導で美ら海水族館へ移動（徒歩10分程度）

水族館入り口前で入場券を受け取る⇒館内自由見学

昼食（メニュー：沖縄そばセット）

椅子テーブル席

・食事後、時間まで自由時間（※お土産の購入可）

やんばる自然塾到着
体験内容：マングローブカヌー＆森観察
・更衣室にて速やかに着替えを済ませる
・貴重品は本部で預かる

又吉コーヒー園到着
体験内容：やんばるジップライン（３本）
・更衣室にて速やかに着替えを済ませる（更衣場所が限られているため素早く行動）
・貴重品は本部で預かる

やんばる自然塾到着

体験内容：マングローブ森観察

体験終了後、更衣室にて速やかに着替える

貴重品返却

【持ち物】日中の活動に必要なもの

移動開始 → ロビー集合

・部屋を最後に出る生徒がルームキーを管理 → ツアーデスクへ預ける

・ドライバーさんと合流し、班ごと出発

・ツアーデスクにて担当教員の出発チェックを受ける　

※午前中に美ら海水族館を見学する班は、現地にて担当教員からチケットを受け取る

【緊急連絡先】　　　本部：リザンシーパークホテル谷茶ベイ（本部待機：JTB添乗員）

　◆問題が発生したら、タクシー研修の生徒は運転手さんから本部へ連絡

　　もしくは直接本部待機の古屋主任や担任の先生にTeamsで発信すること

ホテル到着　

・１階ツアーデスクにて、各班全員揃って帰着チェックを受ける

・ルームキー(※各部屋カードキー１枚)を受け取り部屋へ

ビーチ散策【希望者】

【ルームキーの管理に注意】

　部屋に誰もいなくなる場合はツアーデスクに鍵を預けるなど各部屋で対応すること

9:00

7:30

美ら海水族館

移動開始

沖縄フルーツランド

14:30

11:40

体験終了後、バスで移動

11:00 バス集合・点呼　⇒　点呼後バス出発

ホテル出発 7:45

ホテル

【全員共通】

～17:30 

12:40

13:20

16:15

ビーチ散策 16:30

16:15

8:30

≪終日タクシー班≫

13:15

緊急時は、すぐに連絡を！

バス集合・点呼　⇒　点呼後、バス出発やんばる自然塾

（ジップライン）

移動開始 8:15

14:35

～17:00

ホテル出発

（カヌー体験）

≪ジップライン≫

≪カヌー体験≫

バス集合・点呼　⇒　点呼後バス出発

6



－ 21 －

夕食・入浴（各部屋）

＊制服・体育着・校名入り部活動ジャージNG。必ず私服で食事を取ること。

＊空き時間に翌日に向けて荷物整理をしておくこと。

＜確認事項＞今後の日程、諸注意（翌日の服装・手荷物等）、宿舎内の注意事項

点呼(以後部屋移動不可)　　　

消灯、就寝

21:00

18:00

～20:30

21:45

22:00

＊夕食【ホテル内レストラン】（次の3店舗(営業予定)から選択）

　・1階谷茶ベイ（和洋バイキング）、1階アイビス（バーベキュー）、１階マンダリン（中華バイキング）

＊荷物整理

　３日目は大きな荷物をバストランクに入れて行動となります。忘れ物を極小化するため、

　夜のうちに、大きな荷物とサブバック(翌日の活動に必要な荷物)を整理しておきましょう。

諸連絡（部屋長会議の代わりにTeamsで全員に配信）

7



－ 22 －

起床（各部屋へモーニングコール）　

・洗面・更衣・清掃

・荷物準備→朝食前に出発準備をする。

　※６組は、糸数壕見学があるので、汚れてもよい格好を手荷物で準備する

朝食【２階 利山の間】　・健康チェック　　※２組以外は制服着用

テーブル：クラス・男女別での円卓　

食事内容：バイキング形式（※特定原材料7品目のみ表示あり）

※食べ終わったらトレイに食器をまとめておく

＊食べ終わった生徒から部屋に戻って出発準備

＊食事会場を出る際、一人一本ミネラルウォーター(ペットボトル)の配布あり

　※クローゼット確認⇒制服（ブレザー）の忘れ物に注意

移動開始 → バス内点呼

・部屋長は部屋チェック

・忘れ物に注意（充電器、制服など）

・ルームキー返却→１階ツアーデスクへ返却　

・大きな荷物はバストランクに預ける。（途中で荷物は出せないので注意）

バス集合・点呼　⇒　クラスごとバス出発　

バス内で再点呼　⇒　点呼後、バス出発　

駐車場到着後、バスガイドの誘導で中心部まで移動

時間まで自由見学

【服装】濡れてもよい動きやすい服装・履物(ﾋﾞｰﾁｻﾝﾀﾞﾙ可）、帽子

【持ち物】下着を含めた着替え一式（制服）、タオル、飲み物、防寒具

　＊雨が降ると沖縄でも寒いので、１００均のカッパ（セパレートが望ましい）を用意しておくとよい

東村ヒルギ公園到着【慶佐次川】
体験内容：マングローブ観察＆カヌー体験
・貴重品は本部で預かる

体験終了後、更衣室にて速やかに着替える（※シャワー無）

貴重品返却

昼食　BBQ　

※瓶ゴミは持ち帰り

島内自由散策（※ビーチでは足を付ける程度まで）

３日目　12月9日（火）

朝食

部屋移動

 8:15 (2組)

ホテル出発

38 正副担任、看護師、添乗員2組

タグ色 男子 女子 合計

黄 18 19 37

17 34

12 26

　８:10　１･５･６組

正副担任、団長、添乗員

緑

正副担任、添乗員4組

3組

8:55 駐車場到着後、バスガイドの誘導で移動（片道約１０分程度）

※瓶の持ち込みNG

ピンク 12 26 38

6組

5組 17

≪1組≫

おきなわﾎﾟｰｸﾋﾞﾚｯｼﾞ 11:40

オレンジ 22 18 40 正副担任、古屋彰、看護師、添乗員

合計 94 131 225 先生14名・看護師2名・添乗員4名

6:40
＊6:40～ 2･3･4組

＊7:00～ 1･5･6組

　7:55　2組

赤

≪２組≫

やんばる自然塾 9:25

正副担任、

1組

正副担任、

引率教諭・看護師・添乗員クラス

青 13 25 38

 8:30 (1･5･6組)

 8:00 (3 ･4組)

地名

リザンシーパーク

　7:40　3･4組

ホテル谷茶ベイ

行　動　内　容　・留　意　点

6:00

時刻

・Aグループ：9:30～グラスボート⇒9:55～海中展望塔

・Bグループ：9:30～海中展望塔⇒10:10～グラスボート

10:40 バス集合・点呼

アメリカンビレッジ 14:00

13:30

バス集合・点呼

屋我地ビーチ 12:15

13:45 バス集合・点呼

11:45

15:00 バス集合・点呼

バス集合・点呼

古宇利島 14:00

昼食　BBQ

ブセナ海中公園

15:30

8



－ 23 －

駐車場到着後、バスガイドの誘導で中心部まで移動

時間まで自由見学

駐車場到着後、バスガイドの誘導で中心部まで移動

時間まで自由見学

駐車場到着後、バスガイドの誘導で店内へ

工場見学後、各自時間内で、お買い物や果報バンタを見学

昼食　BBQ　

駐車場到着後、バスガイドの誘導で中心部まで移動

時間まで自由見学

駐車場到着後、バスガイドの誘導で資料館入口へ

入場券を受け取り各自自由見学（※写真･ビデオ撮影は禁止。携帯電話の利用は控える。）

昼食（バイキング形式）

駐車場到着後、バス車内にて着替え（汚れてもよい格好、汚れてもより靴）

軍手および懐中電灯は現地にて貸出（レンタル）、ヘルメット着用

平和ガイド誘導で入壕見学（ガマに入れない生徒は糸数総合案内センター内で待機）

見学終了後、バス車内にて着替え（私服→制服）

8:50 バス集合・点呼

バス集合・点呼

14:00

バス集合・点呼

宇堅ビーチ 11:30

11:15 バス集合・点呼

駐車場到着後、バスガイドの誘導で入り口へ ⇒ 入場券を受け取り施設内自由見学

※飲み物の自動販売機利用可（※飲食、買い物は営業時間外のため利用不可）

おきなわワールド 14:15 駐車場到着後、バスガイドの誘導で鍾乳洞入口まで移動

時間まで自由見学

万座毛 8:15 駐車場到着後、バスガイドの誘導で入り口へ ⇒ 入場券を受け取り施設内自由見学

※飲み物の自動販売機利用可（※飲食、買い物は営業時間外のため利用不可）

8:50 バス集合・点呼

※瓶の持ち込みNG

バス集合・点呼

時間まで自由見学

ひめゆり平和祈念 9:30

資料館

バス集合・点呼（※バスは琉球の館駐車場に駐車）

駐車場到着後、バスガイドの誘導でレストランへ

≪６組≫

15:45

ぬちまーす塩工場 9:45

バス集合・点呼

≪５組≫

バス集合・点呼

糸数壕 14:15

15:40

美らSUNビーチ 12:15 昼食　BBQ　

13:45

時間まで自由見学

11:00

バス集合・点呼

バス集合・点呼

海ぶどう農園 12:30 昼食　BBQ　

14:15 バス集合・点呼

リトルユニバース 14:30 駐車場到着後、バスガイドの誘導で館内入口まで移動

OKINAWA

13:00

アメリカンビレッジ 13:40

16:00 バス集合・点呼

海ん道

アメリカンビレッジ 9:50

11:30

11:00

≪３組≫

9:50

≪４組≫

万座毛 8:15

15:40 バス集合・点呼

10:25

おきなわワールド 10:50

昼食後、バスガイドの誘導で鍾乳洞入口まで移動

アメリカンビレッジ

9



－ 24 －

　

沖縄ハーバービューホテル着

・バストランクから大きな荷物を受取り各部屋へ移動。国際通り散策の準備。

・女子はエレベーター利用。（混雑時、階段利用も可）、男子は階段利用

・カギは各部屋の中にあり、カードキー1枚。オートロックなので閉じ込めに注意。

・スリッパは室内のみ使用可

・外出準備ができた部屋から1階ロビーにて教員のチェックを受け出発

・ルームキーは1階ツアーデスクに預ける　

・体調不良等で外出が難しい場合は部屋での休養も可能。その場合は担任に連絡する。

【散策時の注意事項】

　 ＊行動するメンバーは自由、ただし必ず複数名で行動する。（安全確保の為）

＊国際通り（大通り）を散策可能エリアとし、指定された範囲（別途指示）以外の

　路地には入らないようにすること。（安全確保の為）

＊20:30までにホテル帰着（厳守）。時間を見ながら行動すること。

＊外部（一般の通行人、他校の修学旅行生等）とのトラブルに注意すること。

＊何か問題が発生した場合は、速やかに担任にTeamsなどで連絡する。

＊急な体調不良等でホテルに戻りたい場合は、20時前でもホテル帰着は可能。

　その場合も担任にTeamsなどで連絡すること。

ホテル帰着　※20:00以降帰着可。帰着後は外出禁止。　　

・部屋毎に全員が揃ったところで1階ロビーにてチェックを受ける。

　チェック後、ルームキーを受け取り部屋に戻る　

＊自由時間・入浴（各部屋風呂利用）・荷物整理

～荷造り～

大きな荷物は翌朝に発送。旅行後すぐに必要な荷物（学校ジャージなど）、

貴重品、生もの、壊れやすい物などは送らない。（手荷物で持ち帰る）

送る荷物は一人一個。

※追加荷物送付：段ボール、ツアーデスクにて販売あり＠3,300円（現金徴収）

※航空便で送れないもの、機内に持ち込めないものに注意して荷造りを行う！

※荷物到着予定は、12日(金)以降から14日(日)までの間。

部屋長会議　【２階 朝食会場「彩海」前 】　　

①荷物発送について（宅配伝票・宅配ビニール袋の配布・説明）

②荷造りと翌朝のトラック荷物積込について

③今後の日程、諸注意（翌日の服装・手荷物等）、宿舎内の注意事項

点呼(以後部屋移動不可)　　　

消灯、就寝

21:45

22:00

ホテル着後

17:00までに

出発

20:00

部屋長会議 20:40

～20:30

沖縄ハーバービュー 16:30

国際通り散策

（参集型）

21:30 諸連絡（部屋長会議後に連絡事項がある場合のみ。Teamsで全員に配信）　　

※自由夕食

ホテル

沖縄ハーバービューホテル 滞在中の注意事項

①一般の宿泊者もいるのでマナーには十分注意する。

②部屋のカギはオートロック式（カードキー）、閉じ込めに注意する（インロックの場合は各自フロントへ連絡する）

③カギの管理は部屋長が責任を持って行う。（チェックアウト時はツアーデスクへ返却する）

④ホテル内での服装は私服、ジャージでも可。

⑤エレベーターは使用可。但し、３基しかないため混雑時などは極力階段を利用。

⑥スリッパの使用は室内のみ使用可。

⑦貴重品管理は各部屋の金庫にて各自保管。

⑧冷蔵庫の中身は空の状態。（使用可能）

⑨各部屋の冷房は温度調整、風量とも調整可、温度設定に注意する。

⑩客室内の備品などは丁寧に扱い、破損が無いようにする。

⑪部屋備品：バスタオル、フェイスタオル、歯ブラシ、ボディソープ、シャンプー、コンディショナー、

ドライヤー、室内用スリッパ

⑫ドライヤー利用制限あり。各部屋同時利用１台まで
⑬売店：１階にコンビニあり（営業時間 7:00～22:00） ※生徒は21:０0まで利用可

⑭一人一本ミネラルウォーター(ペットボトル)の準備あり。（各部屋に人数分あり）

10



－ 25 －

起床（各部屋へモーニングコール）

・洗面・更衣（制服）・清掃

・荷物準備（自宅送り荷物の到着予定は、12日(金)以降14日(日)の間となる）

　※週末に使用する物は大きな荷物に入れなこと。手荷物で持ち帰る。

　※写真撮影があるので、制服はワイシャツ、ネクタイ・リボン、ブレザーを準備

朝食　【２階 彩海（さいかい）】　　・健康チェック　　　※制服着用

テーブル：クラス・男女別での円卓　

食事内容：バイキング形式（※成分表表示あり）

＊食べ終わったテーブルから部屋に戻って出発準備

　※クローゼット確認⇒制服（ブレザー）の忘れ物に注意

移動開始 → バス内点呼

・部屋長は部屋チェック

・忘れ物に注意（充電器、制服など）

・ルームキー返却→１階ツアーデスクへ返却　　

バス集合・点呼　⇒　クラスごとバス出発　

散策後、バスガイド誘導でバス乗車

バス内で再点呼 ⇒ 点呼後、バス出発　

那覇空港駅 到着

・バスガイドの誘導で公園内を見学(平和の礎→平和の広場→資料館）

　※クラス写真撮影【＠平和の広場】　

・資料館入り口で、入場券を受け取り各自自由見学

　※展示室内での写真・ビデオ撮影は禁止。携帯電話の利用は控える。

バス集合・点呼

バス内で再点呼　⇒　点呼後、バス出発　

入場券を受け取り、各自自由見学

バス集合・点呼

首里城公園 9:00 駐車場到着

県立平和祈念公園 9:15 駐車場到着

・資料館

10:30

　※クラス写真撮影【守礼の門】　※写真撮影場所集中の為待たされる可能性大

・有料区域入り口前でチケットを受け取る→各自自由見学

見学後集合場所にクラスごと集合（※再集合場所は当日バスガイドから案内）

揃ったクラスから、バスガイドの誘導で『金武石畳』散策

10:00

10:45

県立博物館・美術館 9:45

11:00

金武石畳

駐車場到着

４日目　12月10日（水）

※食べ終わったらテーブルごと食器を重ねておく

行　動　内　容　・留　意　点時刻

5組 17

10:30

安里駅 10:45

首里城公園 9:00

≪３組≫

・バスガイドの誘導で守礼の門→有料区域（首里城復元工事エリア・東のアザナ）へ

駐車場到着後、バスガイドの誘導で館内入口まで移動

員乗添、長団、任担副正赤

≪２組≫

オレンジ 22 18 40 正副担任、看護師

ゆいレール乗車　【利用予定便：安里駅11:00発➤那覇空港駅11:20着】

正副担任、古屋彰37

13

自宅送り荷物の

トラック積込 ＊6:50～　1・2組

6組

4組

朝食

2組

女子 合計

緑 12 26 38 正副担任、添乗員

地名

9:30

引率教諭・看護師・添乗員

1組

94

25青

・大きな荷物を正面玄関前のトラックに積込む

※部屋から降りる時はエレベーター利用可（状況により階段利用）

・荷物積込終了後→食事会場へ移動

11:20

17 34

131 225

≪１･６組≫

・バスガイドの誘導で守礼の門へ　⇒　クラス写真撮影

合計

沖縄ハーバービューホテル 6:15

6:50

＊7:00～　3・4組

3組

先生14名・看護師2名・添乗員4名

黄 18 19

男子

部屋移動 8:10

8:30ホテル出発

那覇空港駅

クラス

安里駅 到着　　

タグ色

＊7:10～　3・4組

＊7:15～　5・6組

7:00
＊7:00～　1・2組

ピンク 12 26 38 正副担任、添乗員、看護師

38 正副担任、添乗員

＊7:10～　5・6組

11
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バス内で再点呼　⇒　点呼後、バス出発　

駐車場到着後、バスガイドの誘導で中心部まで移動

時間まで自由見学

バス内点呼　⇒　点呼後、バス出発

バス集合・点呼

（全クラス）

那覇空港 到着

①トイレを済ませて指定された場所に集合（クラスごと集合）

②クラス毎、担任から「搭乗券」配布　※搭乗券折り曲げ禁止、紛失注意！

③各自「お弁当」を受け取り保安検査場へ移動

保安検査場 ⇒ 搭乗ゲートヘ移動

～保安検査場（セキュリティーチェック）での注意事項～

◆携帯電話、小銭、財布、カギなど全てサブバックに入れる。ポケットの中身は空にする。

◆サブバックは降ろして手荷物検査機を通す。

◆制服の上着は事前に脱いでおく。

◆バックルの大きいベルトは事前にはずしておく。

◆お弁当、ペットボトル飲料など、全ての手荷物を手荷物検査機を通す。

☆機内持ち込み：総重量10㎏以内で身の回り品(かばん、カメラ、傘など)の他、

　　　　　　　　下記の条件の手荷物1個となります。

　　　　　　　　≪3辺の合計が115cm以内(55cm×40cm×25cm以内)≫

・搭乗までの待ち時間に昼食（お弁当）を食べてもよい。

※ゴミは機内で回収となるため、ゴミ箱に捨てるのは厳禁！！

搭乗ゲート前にクラスごとに再集合。 搭乗ゲート（　　　番）

※1組を先頭に1→2→3→4→5→６の順でクラスごと整列。

　　　　　　　　【利用予定航空機の座席位置】

A B Ｃ Ｄ F Ｇ Ｈ Ｊ Ｋ

　（1）　搭乗券を折ったり、無くしたりしない事

　（2）　携帯電話・音楽プレーヤーなどの電子機器の電源を切り、バックなどにしまう

　（3）　搭乗（出発時間の15分～20分前）　

　　　　　【搭乗順序】1組→2組→3組→4組→5組→６組

　（4）　各自搭乗券を機械にかざして、座席番号などが記載れた紙を受取る

　（5）　座席を確認したら速やかに着席する。

 座席の交換はしない。手荷物は荷棚へ入れる（お弁当はひざ上で各自管理）。

　（6）　着席後は必ずシートベルトを着用する

　（7）　座席のリクライニング、テーブルは離陸後水平飛行になってから利用可能

　（8）　お弁当は着陸後水平飛行になってから食べ始める

　　　　（水平飛行＝シートベルト着用サインが消えてから）

　　　　　※お弁当のゴミは、羽田空港到着時に飛行機の出口付近のゴミ袋に各自捨てる

　（9）　モバイルバッテリーは手元で管理するなど、常に目視できる場所で管理する

時間まで自由見学

9:30

おきなわワールド 9:15 駐車場到着後、バスガイドの誘導で鍾乳洞入口まで移動

10:30

前　方
機内入口

後　方

11:15

駐車場到着

・バスガイドの誘導で守礼の門へ　⇒　クラス写真撮影

11:00

那覇空港

≪５組≫

9:00

ウミカジテラス 10:10

那覇空港 11:30

航空機搭乗ゲート前

≪４組≫

首里城公園

→→→

窓
　
側

通
路
側

11:55

通
路
側

通
路
側

窓
　
側

通
路
側

12
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那覇空港出発　－ANA464便（那覇12:15発 → 羽田14:30着）

　　機内にて　◆　座席は交換しない　

　　　　　　　◆　マナーを守る（飛行中無闇に立ち歩かない、大声で話さない等）

　　　　　　　◆　羽田空港到着までにトイレを済ませる

羽田空港第２ターミナル到着

①６組を先頭で降機。添乗員の誘導にて地下１階フロアへ移動。

②地下1階フロアにて点呼→トイレ休憩

③再集合後、再点呼。全員が揃ったら第１ターミナル駐車場へ徒歩で移動しバス乗車

羽田空港第１ターミナル出発

※往路バス車内で預けた防寒着・刃物類の受け取りを忘れない事

※添乗員１名は羽田空港で解散

トイレ休憩

＊到着予定時間を家族へ連絡（首都高での渋滞等で時間が大きく遅れる恐れあり）

※途中降車の生徒は、バス車内に忘れ物をしないように注意

談合坂SAにて生徒途中下車（※該当クラス以外は通過）

勝沼高速バス停にて生徒途中下車（※該当クラス以外は通過）

学校到着・解散　　　

お疲れ様でした。

羽田空港

（第１ターミナル）

2組

（第２ターミナル）

18:00

オレンジ 22 18 40 正副担任、団長

緑 12 26 38

正副担任

合計 94 131 225 先生14名・看護師1名・添乗員2名

黄 18 19 37 正副担任

5組 17 17 34

中央道談合坂SA 17:30

4組

ピンク 12 26 38 正副担任、看護師

タグ色 男子 女子 合計 引率教諭・看護師・添乗員

1組 青 13 25 38 正副担任、古屋彰、添乗員

6組

正副担任、添乗員

中央道石川PA

赤

3組

那覇空港 12:15

羽田空港 14:30

クラス

15:20

甲府東高校

16:30～

16:50

18:30

13
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＜＜ タクシー班別研修の注意 ＞＞  
 
 
【出発前】各自で予約した施設等へは、前日までに最終確認しておく。  

        班長はタクシー研修時に必ず行程表を持参し、スケジュール管理を行う。  
  
１. ホテルのツアーデスク前に、タクシー班ごとに整列する。班員が全員そろった班から、 

担当の先生のチェックを受ける。  
  
２. タクシーの乗務員さんが組・班の記載された紙を持って並んでいるので、挨拶をして 

乗務員さん誘導でタクシーまで移動。トランクに大きな荷物を預けて出発。  
  
３. タクシーの乗務員さんと相談しながら、あらかじめ決めたコースに沿って行動する。  

（見学地や沖縄についての質問など、積極的にしてみよう。） 

特に、予約済みの体験施設等は時間を厳守すること。万が一遅れや、キャンセルとなる

場合は、班長が責任を持って当該施設に連絡すること。 

＊その際に発生する取消料などの費用に関しては個人負担となる。  

  
４. 班員全員で行動し、単独、あるいは分散しての行動は絶対にしない。  

  
５. ビーチ（海）での遊泳は禁止です。  
  
６. 各見学(体験)施設、有料道路、駐車代金等は、各自現地にて料金を支払う。  
  
７. 事故や急病、その他の緊急時、また指定された時刻に戻れそうにない時には、タクシー

の乗務員さんから本部に連絡を取ってもらい、指示を仰ぐ。  
  

① 本部（ＪＴＢ）・・・・・・・・・・・・・・ ℡ ０８０ － ２２８８ － ０１２４  

② 学年主任（古屋先生）・・・・・・・・・・・ ℡ ０９０ － ４６０６ － ０３８９ 

③ 担  任 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ℡     －          －    ・     

  
８. ホテルに到着したら、担当の先生のチェックを受ける。  
  

ＭＥＭＯ  
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＜＜ 部屋割り ＞＞ 

 

 

  リザンシーパークホテル谷茶ベイ  
   

部屋番号  ４  階              号室          
  
  

＊担任の先生の部屋番号  （            号室 ）  
   
   
 

●１２月９日（火）から１泊 

●１２月７日（日）から２泊 

  沖縄ハーバービューホテル  
   

部屋番号     階              号室          
  
  

＊担任の先生の部屋番号  （            号室 ）  
 

※看護師さんに相談がある場合は、必ず担任の先生を通じて訪ねること 

  
 

 ＭＥＭＯ  
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旅行日誌 １日目 １２月７日（日） 

 

１⽇の感想（今⽇１⽇を振り返ってどの様な感
想を持ちましたか。また、特に印象に残った事
柄や⾒学場所についてもその感想を書いてくだ
さい。 
  
 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

備考 

  

  

  

  

  



－ 33 －

旅行日誌 ２日目 １２月８日（月） 

 

１⽇の感想（今⽇１⽇を振り返ってどの様な感
想を持ちましたか。また、特に印象に残った事
柄や⾒学場所についてもその感想を書いてくだ
さい。 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

備考 

  

  

  

  

  



－ 34 －

旅行日誌 ３日目 １２月９日（火） 

 

１⽇の感想（今⽇１⽇を振り返ってどの様な感
想を持ちましたか。また、特に印象に残った事
柄や⾒学場所についてもその感想を書いてくだ
さい。 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

備考 

  

  

  

  

  



－ 35 －

旅行日誌 ４日目 １２月１０日（水） 

 

１⽇の感想（今⽇１⽇を振り返ってどの様な感
想を持ちましたか。また、特に印象に残った事
柄や⾒学場所についてもその感想を書いてくだ
さい。 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

備考 

  

  

  

  

  



－ 36 －

  MM  EE  MM  OO  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


